
実施状況 評価 総合評価 学校関係者の意見 次年度への課題

1
「授業力向上に、授業公開・参観授業を役立てることができ
た」教職員の肯定的評価90%以上

教員の肯定的評価は85.4%(+5.9)であり、概ね目標を達成でき
た。

2

「指導方法や内容の精選、観点別学習状況評価の内容や教材
の共有などについて、教科内での連携を密に行っている」教
職員の肯定的評価90%以上

教員の肯定的評価は92.7%(+3.2)であり、目標を達成できた。

1

授業研究週間を年2回（各2週間）設けるとともに、協働的問
題解決型の授業公開を全教職員が行う。

授業研究週間内において346の授業が公開されており、ほとん
どの教職員が協働的問題解決学習を実践することができた。
また、教員アンケートにおいて95%の教員が協働的問題解決型
の授業の効果を実感している。

2

各教科で教科会や授業担当者打ち合わせを適宜開催し、学習
指導方法や評価の工夫や改善について検討する。

教科会を定期的に行うことはできなかったが、各教科で授業
進度や評価基準の確認、考査問題の吟味を通して、指導法お
よび評価方法の工夫や改善を行った。

1

「週末課題や確認テストに意欲的に取り組んだ」生徒の肯定
的評価80％以上
「定期考査に向けて計画的に学習に取り組んだ」生徒の肯定
的評価75％以上

週末課題に関する肯定的評価82.7％、定期考査に関する肯定
的評価78.3％であり、いずれも目標を達成できた。

2

「実力テスト・校外模試に向けて自分の目標が設定できてい
る」生徒の肯定的評価75%以上

「実力テスト・校外模試に向けて自分の目標が設定できてい
る」生徒の肯定的評価73.1%。進学室前の掲示板に試験予定を
提示するとともに、具体的な目標を立てるよう指導を実施し
てきた。

1

シラバスや手帳、面談、集会などを効果的に活用し、計画的
な学習スタイルを確立させる。

手帳を活用した学習スケジュール管理や各教科・学年での学
習方法ガイダンスなどを通して、生徒への啓発を行ってき
た。また、長期休業以外にも各学年ごとに個別面談を実施
し、意識の高揚を図った。

2

進学室前の掲示板に試験予定を提示するとともに、具体的な
目標を立てるよう指導する。

進学室前の掲示板は、毎日チェックし、試験情報を掲示し
た。試験予定だけでなく、各種コンテストや入試情報等の新
着状況も随時更新していった。

1

全生徒の年間平均家庭学習時間2.8時間以上
1年生2.7時間以上、2年生2.8時間以上、3年生3.5時間以上

全生徒の年間平均家庭学習時間2.8時間。1年生2.12時間、2年
生2.44時間、3年生3.76時間。家庭学習時間調査に向けて、自
宅学習の必要性を説明したり、個人面談で学力向上に向けて
時間をかけることの大切さを説いたりしてきた。脇高手帳や
集中学習時間の活用も行った。

2
家庭学習時間調査において、学習時間が1時間未満の生徒の割
合を、4%以下にする。

3年に助けられたが１年の低下が著しい。家庭学習時間調査に
おいて、学習時間が1時間未満の生徒の割合9%

1

家庭学習時間調査を通して、家庭における学習状況を把握
し、指導に活用することで学習習慣を確立させる。

学習時間が1時間未満の生徒の割合9%から、家庭学習時間調査
を通して、家庭における学習状況を把握し、指導に活用する
ことで学習習慣を確立させることはできなかったといえる。

2

ＨＲ・学年集会等を利用して学習の意義や具体的な学習方法
について指導し、授業内容の振り返りの重要性を理解させ
る。

ＨＲ・学年集会等を利用して学習の意義や具体的な学習方法
について指導し、授業内容の振り返りの重要性を理解させる
といったことは繰り返し行ってきた。

1

「生徒の興味関心を高める教材の研究や授業の工夫・改善を
積極的に行った」教職員の肯定的評価90%以上
「興味・関心を持って授業に意欲的に取り組んだ」生徒の肯
定的評価80%以上

教員の肯定的評価は97.6%(+10.4)であり、今年度は高いレベ
ルで目標値を達成できた。また、生徒の肯定的評価は
89.3%(+3.1)であり、目標値を達成できた。

2
「SSH事業の各種活動に参加してよかった」
生徒の肯定的評価80%以上

生徒の肯定的評価は85.0%で目標を上回った。

1

文献や書物に接する機会を増やし、話題に富んだ授業を行う
など、生徒の興味・関心を高める工夫がなされた、わかりや
すい授業を行う。

SW-ingや課題研究の活動を通して、生徒が文献や書物、公文
書等に接する機会を積極的に設定した。それぞれの教員が工
夫を重ねた授業実践を行った。

2
魅力あるSSH事業を展開し、未知の事柄への興味（知的好奇
心）を向上させる。

肯定的評価76.7%となり、様々なSSH事業が有機的につながっ
たと考えられる。

1

PTA総会の保護者参加者数の割合35%以上
学年進路保護者会の参加者数の割合、各学年75%以上

ＰＴＡ総会の保護者参加数の割合は34.1％、学年進路保護者
会の参加数の割合は、１年83.6％、２年66.7％、３年77.5％
だった。

2
「ホームページは、学校の活動状況などを理解するのに役
立っている」保護者の肯定的評価70%以上

「ホームページは、学校の活動状況などを理解するのに役
立っている」保護者の肯定的評価78.2%（昨年度71.4%）で目
標を上回った。

1

　PTA総会や脇高祭バザー等のＰＴＡ活動への積極的な参加を
促す。また、ホームページ等を利用した広報活動を充実させ
る。

脇高祭バザーの参加者数は今年度も30名を超える参加があ
り、実施後のアンケートでも今後の継続した取組に期待する
声が多い。ホームページでの広報活動についてはほとんどで
きていない。

2
ホームページの更新を年間200回以上実施する。 ホームページの更新は1/17現在、172回の更新であった。

(5)
家庭との連
携

評
価
指
標

Ｂ

　総会の参加者数
の割合は目標を少
し下回った。学年
進路保護者会につ
いても２年生で目
標を下回った。
　ホームページの
更新回数は計画よ
り少なくなった
が、情報公開のタ
イミングや頻度を
改善して肯定的評
価は改善した。

〇ＰＴＡ総会への参加の呼びかけについ
ては引き続き継続して行う必要がある。
進路保護者会の参加はおおむね良好であ
り、継続した取組が必要である。

〇ホームページでの広報については工夫
が必要である。
ホームページの更新について情報を探し
にくいとの意見もあった。令和７年度は
システム更改のため、より見やすい構成
を考える。

活
動
計
画

Ｃ

○平均家庭学習時間の著しい低下をくい
とめないとならない。特に１時間に満た
ない生徒に対する早急な対応が必要であ
るといえる。HRや学年集会、明倫セミ
ナーなどでも随時呼び掛けているが、安
易に合格できる進路先で満足することの
ないような意識づけも必要である。

活
動
計
画

(4)
興味・関心
を高める教
育

評
価
指
標

Ａ

教職員の授業改善
等に加え、SSH等
での多様な学びの
場の提供により、
生徒の評価は非常
に高い。

○科学技術人材を育成するため、ＩＣＴ
を活用した個別最適かつ多様な学びを実
践していく必要がある。新しい評価の観
点に適応したカリキュラムを実践・開発
する。

活
動
計
画
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重点目標 課題 評価指標と活動計画

1

学校と家庭が
連携を深め、
主体的に学習
する態度と確
か な 学 力 を
もった生徒を
育成する。

(1)
指導方法の
工夫・改善

評
価
指
標

Ｂ

活
動
計
画

(3)
家庭学習の
充実

評
価
指
標

Ｂ

学校評価につい
て、アンケートの
数値的にクリアー
しているところに
ついても、否定的
な回答をしている
のはなぜかなどの
データを取ること
も大事である。

二極化の下位層が
がどのような考え
を持っているかを
知ることも大切で
ある。

家庭学習時間を増
やすのは、授業に
繋がる学習を課す
のが大事である。

学習時間が１時間
に満たないのは勉
強習慣がないとい
うことであるの
で、こまめに単語
テストを行うなど
今週何をすべきか
がわかる状態にす
ることが効果的で
あると思う。

学校からの便りが
良く来るが、そろ
そろペーパーレス
化を考える時期に
来ているのではな
いか。ＱＲコード
による返事が良い
のではないか。

ホームページは熱
心に更新されてい
るので、楽しみに
している方も多
い。

○ＩＣＴ機器を用いた個別最適な学びを
引き続き実践していく。また、ＩＣＴ機
器の効果的な使用法についても工夫や改
善を図る。
○全学年新課程の教育課程となり、観点
別評価も実施3年目となった。各教科それ
ぞれ今年度の成果をもとに、評価の方
法・基準についてさらに検討を続けてい
く。活

動
計
画

（所見）
評価指標につい
て、10項目中達成
できたものが５項
目、達成できな
かったものが５項
目であった。

授業研究週間や
ICTの活用、研修
を行うなど教職員
の授業改善に取り
組む意欲は非常に
高い。

日々の学習の先に
ある実力テストや
校外模試に向けて
の生徒の主体的で
計画的な取組は不
十分であると言え
るが、昨年より約
５％上昇してい
る。

家庭学習時間は、
全体としては目標
を達成している。
３年生は昨年より
0.5時間増加して
おり、1・2年生は
昨年とほぼ同数で
ある。

(2)

計画性や目
的意識を
持った学習
習慣や態度
の育成

評
価
指
標

Ｃ

○手帳を活用した学習スケジュール管理
や各教科・学年での学習方法ガイダンス
などを通して、生徒への啓発を行ってい
るが、クラスによる温度差がある。ま
た、長期休業以外にも各学年ごとに個別
面談を実施しているものの二極化が本校
でも鮮明になり、やる生徒とやらない生
徒の差が大きい。

【備考】「評価」及び「総合評価」の評定の基準　Ａ：十分達成できた　Ｂ：概ね達成できた　Ｃ：達成できなかった



1

「小論文・講演会・ＳＳＨの諸活動などを脇高手帳に記録
し、進路意識を高めるよう努力した」生徒の肯定的評価70%以
上
「授業やホームルーム活動を通して、生徒の進路意識の向上
に努めた」教員の肯定的評価90%以上

「小論文・講演会・ＳＳＨの諸活動などを脇高手帳に記録
し、進路意識を高めるよう努力した」生徒の肯定的評価
59.6％
「授業やホームルーム活動を通して、生徒の進路意識の向上
に努めた」教員の肯定的評価83.4％

2

「SSH活動は大学進学後の志望分野探しに役立った」生徒の肯
定的評価70%以上

肯定的評価は65.9%で目標を下回った。今年度は特に講演会は
文理関係のない内容であったが、進路との繋がりを考えさせ
る機会が少なかったためと考える。

1

小論文・探究活動・講演会・SW-ingプランの活動に積極的か
つ意欲的に取り組ませるとともに、進路を考える機会となる
よう指導する。授業やホームルーム活動の中で、生徒の進路
意識を向上させるよう働きかける。

脇高ポイントを活用するよう促すと共に、総合型や推薦入試
等でも活動実績が必要になることをその都度説明し、「志望
理由書・小論文・面接ノート」も全生徒に配布することで計
画性を持たせるようにした。

2
SSH活動への参加を将来の志望分野探しに役立たせる。 サイエンスカフェの回数を増やし、SSH生徒研究発表会や研究

所見学ツアーなどを実施した。

1

「先生は面談等を通じて、進路についてよく指導してくれ
る」生徒の肯定的評価85%以上
「教員は個人面談などを通して、個々の生徒に応じた丁寧な
進路指導をしている」保護者の肯定的評価85%以上

「先生は面談等を通じて、進路についてよく指導してくれ
る」生徒の肯定的評価93.3％
「教員は個人面談などを通して、個々の生徒に応じた丁寧な
進路指導をしている」保護者の肯定的評価90％

2
「『道標』をはじめとする各種の進路情報は充実している」
生徒・保護者の肯定的評価80%以上

「『道標』をはじめとする各種の進路情報は充実している」
生徒79.6％・保護者の肯定的評価91.9％

1
定期的な個別面談や三者面談を実施するなど、きめ細やかな
進路指導を行う。

面談は随時行われた。担任だけではなく、学年も超えて相談
している姿がある。

2

高大接続改革の情報を含め、必要な進路情報を生徒・保護者
に分かりやすく提供するとともに、『道標』や進路保護者会
の内容を充実させる。

高大接続、大学、就職など進路情報を随時提供するととも
に、できるだけ外部と接触するよう呼び掛けた。

1
生徒・保護者から希望の高い国公立大学への合格者数が、在
籍生徒数の50%以上

生徒・保護者から希望の高い国公立大学への合格者数が116名
となり、在籍生徒数の72.5%以上で目標を達成した。

2

「部活動顧問は、生徒の学習状況を考慮してバランスのとれ
た活動時間を設定している」生徒・保護者の肯定的評価80%以
上

肯定的評価は生徒83.2％、保護者82.8％であった。

1

日常の取組を学習成績に反映させ、丁寧な進路指導を行うこ
とで個々の進路実現に結びつける。

今後さらに生徒、保護者に向けて両立の重要性や価値を学校
全体で発信していくことが必要である。また、両立方法につ
いても具体的な方策を生徒や保護者に提示していかなければ
ならない。

2
学習と課外活動とのバランスを取りながら、生徒の自己実現
に向けた指導を行う。

顧問はよく配慮している。今後さらに生徒保護者に向けて、
重要性や価値を学校全体で発信していくことが必要である。

1
「学校祭や球技大会などの学校行事には、積極的・主体的に
取り組めている」生徒の肯定的評価85%以上

肯定的評価は96.0％であった。

2
「服装・言葉遣い・時間厳守を心がけた生活をしている」
生徒の肯定的評価90%以上

肯定的評価は95.4%で目標を上回った。

1
学校祭や球技大会などの学校行事を、生徒主体で積極的に運
営し、協働意識を高め、社会性を育てる。

生徒会執行部を中心に、また各行事で実行委員を募り生徒全
体で積極的に運営に取り組んだ。

2
身だしなみについて各クラス・各学年・学校全体で継続的な
指導を行う。また、朝のあいさつ運動を毎月実施する。

継続的な指導を行った。朝のあいさつ運動も生徒会と協力
し、毎月行うことができた。

1

「ISO清掃活動など、各種ボランティア活動に積極的に参加し
ている」生徒の肯定的評価65%以上

生徒の肯定的評価は66.7％であった。

2

「社会の課題解決に関する探究活動に積極的に取り組み、社
会への関心が高まった」生徒の肯定的評価75%以上

肯定的評価は77.4%で目標を上回った。

1

ボランティア活動への積極的な参加を呼びかけ、社会貢献へ
の意識を高める。

各クラスでの掲示や生徒会からの呼びかけ等で啓発に努め
た。JRC部も昨年度に引き続き、積極的に全校生徒が参加でき
る取組を考え実施した。

2

探究活動や成果の報告会などを通して生徒間の経験や知見を
共有させ、社会への関心を高める。

地元企業や地方自治体など多様な主体と連携した課題研究に
取り組み、全生徒が参加する成果発表会を実施し、地域の方
や関係者からも参加いただいた。

○高校生としての成長や進路実現に向け
て、ボランティア活動等社会貢献の意識
が高まっている。特にJRC部や生徒会が中
心となり、フィリピンの子どもたちへの
支援物資の収集や募金活動に取り組むな
ど、生徒はもちろん保護者の方々にもご
協力いただいたような活動も実施でき
た。今後ますます生徒全体や参加への意
識を持てるような広報や啓発を行ってい
きたい。

探究活動等では地
方自治体等との連
携を深めて地域課
題に取り組むこと
で社会貢献に対す
る意識の高まりが
窺える。

活
動
計
画

Ｂ

脇高ポイントを活
性化させるため、
ポイント取得上位
者に、表彰だけで
なく何か賞品が
あってもいいので
は。

目標を立てている
人でも、どういう
目標を立てている
のか、妥当性や具
体性も大切であ
る。

目標を立てるとき
は、自分の学習を
振り返れているか
など、自己評価と
の関係も大切であ
る。

美馬市は子どもの
数が減少してい
る。学区制の撤廃
により徳島市内へ
の流失も懸念され
る。こうした中で
も、地域の拠点校
としてこれまでの
ような位置づけで
いてほしいと思っ
ている。

社会に貢献するこ
とを目標に掲げて
いるので、リー
ダーとなる生徒を
育ててほしいと強
く思う。

○探究活動に対して積極的に取り組んで
いる生徒と付け焼刃でその場しのぎの生
徒との差が大きい。小論文等も２年生に
全員提出を求めているが、期限を守れな
い、記名できない、指示された型通りに
できないなどの、基本的な部分への課題
が目立つ。

活
動
計
画

(所見）
 評価指標につい
て、12項目中達成
できたものが９項
目、達成できな
かったものが２項
目であった。

(2)

個々の希望
や適性に応
じた多様な
進路指導

評
価
指
標

Ａ

○積極的に活動する生徒と何も情報を得
ようとしない生徒との乖離がある。面談
をしても自分の考えに固執して現実が見
られない、客観化できない生徒も増えて
いる。保護者も現実と自分の理想との差
をうめようとせず、理想を子どもに押し
付けようとして板挟みになって苦しむ生
徒もいる。

○学力を上げることで志望先に到達でき
るような指導が基本だが、多様化する入
試で突然問題が変更されるなどの対応も
できるようにありとあらゆる準備をして
いかなければならない時代になってい
る。土台となる基礎学力の定着が最優先
であるのはいうまでもない。

○今後さらに生徒、保護者に向けて両立
の重要性や価値を学校全体で発信してい
くことが必要である。また、両立方法に
ついても具体的な方策を生徒や保護者に
提示していかなければならない。

活
動
計
画

進学実績について
は学校全体で協力
的に取り組めてお
り成果が出てい
る。

(4)

将来、社会
において活
躍しうる脇
高生の育成

評
価
指
標

Ａ

　生徒会や実行委
員が中心となり
「皆のために働
く」を掲げ、学校
行事にこれまでの
経験を生かしつつ
積極的に取り組む
ことができた。
　朝のあいさつ運
動は生徒主体にし
て、交通指導と併
せて実施できた。

○生徒会や実行委員を中心に部活動生と
も協力しながら活動することができた。
次年度はこの経験をもとにさらにブラッ
シュアップさせたい。
○身だしなみやあいさつに関しては、あ
る程度、生徒の意識は向上している。し
かし、交通マナーや公共の場でのマナー
について、昨年より減少したが各所から
苦情が寄せられており課題となってい
る。

活
動
計
画

　講演や面接時に
は脇高手帳に大切
なことを書き込む
など、有効に利用
している生徒が増
加している。
　「道標」の活用
とSSHへの取組が
志望分野探しに役
立っている。

活
動
計
画

(3)

生徒保護者
が希望する
進路目標の
達成

2

高 い 志 を 持
ち、目標の実
現に向けて努
力し、将来、
社 会 の リ ー
ダーとして活
躍しうる生徒
を育成する。

(1)

望ましい職
業観・早期
の進路意識
の育成

評
価
指
標

Ｃ

(5)

将来、社会
に貢献しよ
うとする人
材の育成

評
価
指
標

Ａ

評
価
指
標

Ａ

【備考】「評価」及び「総合評価」の評定の基準　Ａ：十分達成できた　Ｂ：概ね達成できた　Ｃ：達成できなかった



1

「GTECや英検の受検、ALTとの授業に主体的に取り組んだ」
生徒の肯定的評価65%以上

生徒の肯定的評価は79.2%(+6.2)と目標値を上回り、英語外部
検定試験への積極的な姿勢が見られた。

2

「国際社会の様々な問題に興味・関心を持ち、書籍・イン
ターネット等を利用して調べている」生徒の肯定的評価が55%
以上

生徒の肯定的評価は60.6%(+3.9%)で目標値を上回った。

1

生徒の英語学習への意欲を高め、GTECや英検の受検をすすめ
る。国際理解教育の充実をはかり、コミュニケーション能力
向上のためにリスニング、スピーキング、パフォーマンステ
ストを取り入れる。

GTECは１・２年生の全員、英検については２級125名、準２級
は46名が受検した。プレゼンテーションやディベート、イン
タビューテストなど、様々な形態のパフォーマンステストを
充実させることにより、コミュニケーション力を伸ばすため
の取組ができた。またALTを活用することによって、活動の内
容を深め効率を高めることができた。

2

書籍・インターネット等を活用し、異文化に関する知識と正
しい認識を持たせるとともに、グローバル化に柔軟に対応で
きる能力を育成する。

教科書の単元に関連する内容や、プレゼンテーション学習に
おいて、インターネット等を活用して必要な情報を取り入
れ、他者に伝えるよう努力できた。

(6)

グローバル
化に対応で
きる人材の
育成

評
価
指
標

Ａ

GTECを基本にほと
んどの生徒が外部
試験を受検してお
り、リスニングテ
ストやスピーキン
グテストの実施と
合わせて、英語４
技能をバランス良
く育成することが
できた。

○新しい指導要領のもと、よりコミュニ
ケーションを意識した取組が進んだ。生
徒が積極的に英語で表現する機会を増や
すことによって、生徒が自らの課題に気
づき、向上心やモチベーションを高める
ことができた。
○パフォーマンステストは実施・評価と
もにかなりの時間と労力が必要である。
ICTをより積極的に活用し、できる限り効
率化を図っていくことが課題である。
○学校外の活動にも積極的に参加し、外
国人や海外の文化に直接触れる機会を増
やしたり、調べ学習をする中で世界の出
来事に目を向け、国際的な視野を持つ人
材育成をしたい。

活
動
計
画

脇高ポイントを活
性化させるため、
ポイント取得上位
者に、表彰だけで
なく何か賞品が
あってもいいので
は。

目標を立てている
人でも、どういう
目標を立てている
のか、妥当性や具
体性も大切であ
る。

目標を立てるとき
は、自分の学習を
振り返れているか
など、自己評価と
の関係も大切であ
る。

美馬市は子どもの
数が減少してい
る。学区制の撤廃
により徳島市内へ
の流失も懸念され
る。こうした中で
も、地域の拠点校
としてこれまでの
ような位置づけで
いてほしいと思っ
ている。

社会に貢献するこ
とを目標に掲げて
いるので、リー
ダーとなる生徒を
育ててほしいと強
く思う。

2

高 い 志 を 持
ち、目標の実
現に向けて努
力し、将来、
社 会 の リ ー
ダーとして活
躍しうる生徒
を育成する。

【備考】「評価」及び「総合評価」の評定の基準　Ａ：十分達成できた　Ｂ：概ね達成できた　Ｃ：達成できなかった



1

「清掃活動に積極的に取り組んでいる」生徒の肯定的評価85%
以上

生徒の肯定的評価は92.8％（+1.5）と目標数値を上回ること
ができた。

2

「防災訓練に、関心を持って積極的に参加している」生徒の
肯定的評価80%以上

生徒の肯定的評価は84.6％（+2.5）と目標数値を上回ること
ができた。

1

快適な環境で学習できるよう、清掃活動やゴミの分別に積極
的に取り組ませる。

ゴミの分別は十分できており、教室内の環境整備にも努めて
いる。また、各学年で学校周辺の清掃活動を行っている。

2

高校生防災士を活用して、参加体験型訓練など体験を重視し
た活動を取り入れ、防災に対する関心を高め、家庭でも学校
でも積極的に行動できるよう指導する。

避難訓練では避難経路の確認や防災に対する意識の向上に努
めた。3月の防災訓練は参加体験型として、煙体験避難訓練や
防災クラブ員がリーダーとなって消火訓練等を行う予定であ
る。

1
「ホームルーム活動や部活動を通して、自分自身が成長でき
ていると感じる」生徒の肯定的評価80%以上

生徒の肯定的評価は92.4％であった。

2
「授業や小論文・講演会などを通じ、社会的問題を主体的に
考える意識が高まった」生徒の肯定的評価80%以上

生徒の肯定的評価は83.4%(+2.9)となり、目標を達成できた。

1

ホームルーム活動や部活動を通して、集団の中での役割や立
場を理解し、仲間と協力して目標に向かって努力できる生徒
を育成する。

協働的な雰囲気の中で、目標を持って活動に取り組めてお
り、生徒の成長に繋がる機会となっている。

2

主権者教育年間計画表に従い、主権者意識を高めるための授
業、ホームルーム活動、総合的な探究の時間、学校行事を実
施する。

教科学習や探究活動において協働性を育んだ他、生徒会役員
選挙を活用した模擬投票を実施したり、3年生の年金講座を通
して、社会の一員としての自覚や主権者意識を高める取組を
行った。

1

「交通安全・交通マナーについて、日ごろから十分意識し、
守っている」生徒の肯定的評価90%以上
交通事故等を昨年度より減少させる。

肯定的評価は96%で目標は上回ったが、交通事故は10件を超え
て起こっている。

2

「携帯電話やスマートフォンは利用時間を意識している」生
徒および保護者の肯定的評価80%以上
「携帯電話やスマートフォンはルール・マナーを意識して使
用している」生徒および保護者の肯定的評価80%以上

利用時間に関しては目標を大きく下回ってしまった。ルー
ル・マナーの意識については肯定的評価の目標は上回った
が、指導を要する場面が起こってしまった。

1

バイクの安全運転実技講習会を開き、車体検査を行う。ま
た、登校指導を毎月行うなど、交通安全教育を徹底する。

実施することができた。

2

個人面談や家庭及び関係機関との連携を行い、情報モラルを
身につけさせるとともに、携帯電話やスマートフォンの利用
時間やルール・マナーを意識して使用させる。

スマートフォン安全教室の実施や、集会時での声かけ等を積
極的に行うことができた。

1

「子どもは学校から発信された健康情報などを参考にして、
自分の健康や生活に気をつけた生活をしている」保護者の肯
定的評価70%以上
「掲示物などを通じて、時候や生徒の生活状況に応じた効果
的な指導ができている」教職員の肯定的評価90%以上

保護者の肯定的評価74.9％、教職員の肯定的評価95.1％と目
標数値を上回ることができた。

2
「緊急時に救急措置(AEDを含む)をすることができる」教職員
100%

教職員の肯定的評価95.1％となり、緊急時対応研修に業務で
参加できなかった職員がいたためと考えられる。

1
時節や生徒の生活状況に応じて保健だよりを定期的・臨時的
に発行するなど、効果的な保健指導を行う。

保健だよりは年間10回発行した。

2
教職員に加え部活動生徒への救急法講習会を実施するなど、
校内救急体制の充実に努める。救急法講習会(年1回実施)

教職員は学年団ごとに緊急時対応研修を実施し、生徒は普通
救命講習会に24名の生徒が参加した。

1

「悩みや不安を親身に聞いてくれる先生や友だちがいる」生
徒の肯定的評価90%以上
「先生は保護者や子どもの相談に誠実に対応してくれてい
る」保護者肯定的評価85%以上
「自己理解調査や職員研修を活かし、学級や部活動などで生
徒の居場所づくりに努めることができた」「悩みや不安など
の困り感を抱えた生徒に対して、組織として迅速かつ臨機応
変な対応ができるように努めた」教職員の肯定的評価90%以上

生徒の肯定的評価は92.6%、保護者の肯定的評価92.8%、「自
己理解調査や職員研修を活かし、学級や部活動などで生徒の
居場所づくりに努めることができた」の教員の肯定的評価は
97.4%、「悩みや不安などの困り感を抱えた生徒に対して、組
織として迅速かつ臨機応変な対応ができるように努めた」の
教員の肯定的評価 97.6%でほぼ目標を達成することができ
た。

2
「生徒が安心して過ごせる教室や部活動の環境整備、授業づ
くりの工夫ができた」教職員の肯定的評価90%以上

教員の肯定的評価は97.6%で目標を達成することができた。

1

悩みや不安など、様々な困り感を抱えていながらも言い出せ
ない生徒がいることを常に意識し、生徒が相談しやすい環境
づくりと誠実な対応に努める。

人権教育課と連携し、特別支援教育についての職員研修を実
施した。配慮を要する生徒が増えているなか、合理的配慮に
ついて具体的に学ぶことができる機会となった。

2

担任をはじめ教科担任や部活動顧問、関係機関とも連携し、
生徒が安心して学校生活を送れるよう工夫し、組織として、
迅速かつ臨機応変な対応に努める。

不登校や悩みのある生徒について、保護者と連携しスクール
カウンセラーの利用や医療機関の受診を勧めるなど、関係機
関とも連携できた。

3

自己有用感や
自己肯定感を
育み、仲間と
協働できる豊
か な 心 を 持
ち、公共心と
社会性を備え
た、たくまし
い生徒を育成
する。

(1)

環境美化・
防災に対す
る意識の向
上

評
価
指
標

Ａ

Ａ

活
動
計
画

評価指標につい
て、14項目中達成
できたものが12項
目、達成できな
かったものが２項
目であった。

(2)
集団や社会
の一員とし
て協力

評
価
指
標

○協働的な雰囲気の中でホームルーム活
動が行われている。集団への所属意識を
高め、さらにその中で自分の果たす役割
を常に考えさせ、生徒自身を成長させる
活動を進めていきたい。

○生活習慣や食生活をはじめ、感染症対
策も日常となり、健康情報に関しては生
徒自身が行動判断するための正しい判断
材料を提供していく必要がある。精神保
健に関しても医師や保健師等専門家の講
演会を企画する予定である。

活
動
計
画

(5)
教育相談及
び特別支援
教育の充実

評
価
指
標

Ａ

○脇高手帳や面談を通して生徒の状態を
把握し、担任・学年・部活動顧問等で連
携しながら生徒の悩みに迅速に対応して
いく。
○『スクールカウンセラー便り』が確実
に家庭に届くように工夫し、生徒だけで
なく保護者もカウンセリングを利用しや
すい環境作りに努めたい。
○親子のコミュニケーションが十分にと
れておらず、悩みや不安の原因を把握す
るのに時間を要したり、家庭の協力が難
しいケースが増えている。担任や学年団
だけでなく、関係機関とも連携しながら
早期に対応していくことが課題である。活

動
計
画

　関係機関と連携
し、実施形態を工
夫しながら避難訓
練を実施し、防災
意識の向上に努め
ており、成果がで
ている。

(3)

基本的生活
習慣の育
成、安全教
育の推進

評
価
指
標

Ｂ

○朝のHRや集会などを通して交通安全や
交通マナーについて周知を徹底したが、
自転車の通行マナーや公共の場における
マナーに関して苦情が寄せられており課
題がある。またヘルメットの着用率の向
上も求められる。
○携帯電話やスマートフォンをルールや
マナーを意識して使用しているという生
徒の割合は高い。しかし、依然としてSNS
でのトラブルなどが発生しており、使用
に関しては注意喚起を行っていく必要性
がある。また、利用時間に関しても指導
を行っていきたい。

　交通安全・交通
マナーに対する生
徒の意識は高い。
ヘルメットの着用
率も１年生を中心
に上昇している。
しかし、地域から
の苦情はなかなか
減っていない現状
がある。

　
　携帯電話やス
マートフォンの利
用方法についての
意識は高い。しか
し、利用時間に対
する生徒の自覚を
促すとともに、保
護者の理解と協力
を求めていく必要
がある。

　悩みや不安を抱
えた生徒や保護者
からの相談に誠実
に対応し、スクー
ルカウンセラーに
よるカウンセリン
グを定期的に実施
し、必要に応じて
関係機関と連携で
きており、生徒・
保護者の満足度も
高い。

活
動
計
画

(4)
保健指導の
充実

活
動
計
画

評
価
指
標

Ａ

重点目標３の評価
が高いことから、
先生方が親身に
なっている様子が
うかがえる。

スマホについて、
脇高生はマナーを
守って使用してい
る生徒が多いが、
生徒指導協議会で
もＳＮＳトラブル
に加えて闇バイト
の話がでてきた。
危険な使い方につ
いて学べるような
場を作ってもらえ
ると、保護者とし
ても安心できる。

○環境美化については、学校内外でゴミ
の分別や環境整備に今後とも取り組んで
いきたい。また、学期に１回の学校近く
の大谷川周辺の清掃活動も継続していき
たい。
○防災については、引き続き避難訓練や
Ｊアラートでの訓練を通して生徒に意識
付けをしていき自ら行動できるように
なってもらいたい。また、高校生防災士
の受講生を確保して生徒たちが防災に対
しての知識を得ていざという時にリー
ダーとなって行動できるようになっても
らいたい。

Ａ

【備考】「評価」及び「総合評価」の評定の基準　Ａ：十分達成できた　Ｂ：概ね達成できた　Ｃ：達成できなかった



1

「人権問題について学んだことを、日常生活に活かそうとし
ている」生徒の肯定的評価85%以上
「子どもが学校で人権問題について学んだことを、家庭で話
し合う機会がある」保護者の肯定的評価45％以上

生徒の肯定的評価は91.6％で、目標を達成することができ
た。保護者の肯定的評価については47.8%で目標を達成するこ
とができた。

2

「人権学習ホームルーム活動は充実している」生徒の肯定的
評価85%以上
「すべての教育活動の中で、人権に配慮した指導ができてい
る」教職員の肯定的評価95％以上

生徒の肯定的評価は91.8％で目標を達成することができた。
教職員の肯定的評価は100％で高い評価となった。

1

人権問題をより身近なものとして捉え、実践的態度につなげ
るために、人権委員が主体となり「脇高人権の日」のテーマ
設定や資料づくりを行う。また、その日のテーマを家庭でも
共有し、広がりある人権教育に結びつける。

「脇高人権の日」のテーマ設定や資料づくりを1・2年生の人
権委員が１～2クラスずつで担当した。高校生の視点を取り入
れたテーマで、主体的に資料作成に取り組む姿勢が見られ
た。「人権の日だから語る会」への人権委員・人権同好会
「虹」の生徒以外の参加者は少なかった。

2

 生徒の実態に合わせてホームルーム活動で扱うテーマを再構
成するとともに、各学年で指導案や資料を十分に検討し、生
徒の主体的な活動を積極的に取り入れる。また、多くの教員
が指導に関われるように工夫する。これらの活動を柱に、す
べての教育活動の中で人権に配慮した指導の実現を図る。

人権ホームルーム活動の指導案や資料の準備に関して、各学
年の担当者を中心に十分に検討して進めることができた。全
15クラスで副担任がホームルーム活動を行う機会を持つな
ど、多くの教員が指導に関わることができた。

1
「修学旅行・文化祭などの学校行事を通して、芸術や文化活
動に積極的に取り組んだ」生徒の肯定的評価80%以上

生徒の肯定的評価は96.6％であった。

2

「普段から読書に親しんだり、NewsPicksや新聞等の社会的な
ニュース記事を読んだりするように心がけている」生徒の肯
定的評価65%以上
図書の貸し出し数・入館者数の増加

「普段から読書に親しんだり、NewsPicksや新聞等の社会的な
ニュース記事を読んだりするように心がけている」生徒の肯
定的評価は61.7％で目標を達成できなかった。図書の貸し出
し数は前年比－297冊、入館者数は前年比＋1175人だった。

1

修学旅行・文化祭などの学校行事の中で芸術や文化に触れる
機会を設け、芸術・文化について理解を深めるとともに、豊
かな情操を養う。

修学旅行は計画通り実施することができた。生徒は文化祭や
文化部活動等、芸術や文化に触れる機会を積極的に持とうと
していた。

2

読書推進週間を設け、図書館だよりの充実や読書の推進を図
る。

図書館だよりの充実や館内の展示の工夫などを通して、読書
推進に向けての広報活動を展開することができた。

1

「業務の効率化や会議の縮減等の業務改善に取り組んでい
る」教職員の肯定的評価80%以上

教員の肯定的評価は63.4％で、昨年度より8％上昇しているも
のの、目標は達成できなかった。

2

時間外勤務時間が、年平均で月４５時間以内 １月末現在、44.0時間で目標を達成できた。

1

日常業務の効率化を図るとともに、会議の精選や会議時間の
短縮を推進する。

今年度も補習日数の削減など昨年に引き続き業務縮減に努め
たが、根本的な改善にはならず、多忙感を払拭するには至ら
なかった。

2

勤務時間を意識した働き方を推進するとともに、週末の部活
動等についても計画的に時間短縮に努める。

週末の部活動について時間短縮するための取組ができなかっ
た。
推薦入試等に向けての指導の効率化への取組ができなかっ
た。

○芸術や文化活動をする機会は回復して
きている。今後もどんな状況下において
も、創意工夫し積極的な取組ができるよ
うにしていきたい。
〇本や新聞等を読んで、自己と社会の関
わりについて考える姿勢を養うことの重
要性について、今後も継続して広報して
いく必要がある。

〇読書に取り組む契機となりうるよう
に、図書館だよりや館内の展示の充実・
工夫を継続していく必要がある。

活
動
計
画

人権教育の
推進

評
価
指
標

Ａ

人権学習ホーム
ルーム活動に対す
る評価が非常に高
く、日常生活にお
いて人権を尊重し
ようとする姿勢が
見受けられる。
「脇高人権の日」
の運営について
も、 身近な人権
問題をテーマに取
り上げ生徒主体で
行うことができ
た。

○生徒が人権問題についての学びを、
日々の生活に反映させられるよう、生徒
の身近な内容を取り上げたり、より一層
家庭との連携を図る等の工夫をしたい。

○「人権の日だから語る会」参加者数を
増加させるために広報活動に努め、気軽
に参加できる雰囲気作りに励みたい。家
庭への広報活動についても、ホームペー
ジの内容をより充実させるなど工夫した
い。

○人権学習ホームルーム活動について
は、さらに多くの教員が指導に関われる
ように工夫していく。

活
動
計
画

Ｂ

○報告・回覧・個別対応で済む会議等を
洗い出し、削減するなど業務縮減に努め
る。
○各分掌間で連携して行事の精選や見直
しを検討するとともに、各分掌内でも、
課員個々が抱えている業務量を勘案して
業務分担を見直すなど、業務の平準化に
努める。
○学期末考査後の授業や長期休業中の補
習の持ち方を検討する。
○入試対策の指導を組織的・計画的に行
うよう更に努める。
○週末の部活動等についても計画的に時
間短縮に努める。

活
動
計
画

　業務の効率化等
を進めているが、
新規の業務等もあ
り、業務縮減には
至っていない。日
常業務に追われ、
縮減されている実
感がない。

(7)

感性豊か
で、調和の
とれた人間
性の育成

評
価
指
標

Ｂ

　修学旅行は計画
通り実施すること
ができた。文化祭
は保護者への公開
を実施することが
でき、生徒の活躍
する場を広めるこ
とができた。ミラ
イ文化祭の開催も
決定しており芸術
や文化に触れる機
会を提供できた。

4

働き方改革に
取り組み、教
職員のワーク
ライフバラン
スを推進す
る。

(1)
業務改善と
意識改革

評
価
指
標

Ｂ

3

自己有用感や
自己肯定感を
育み、仲間と
協働できる豊
か な 心 を 持
ち、公共心と
社会性を備え
た、たくまし
い生徒を育成
する。

(6)

重点目標３の評価
が高いことから、
先生方が親身に
なっている様子が
うかがえる。

スマホについて、
脇高生はマナーを
守って使用してい
る生徒が多いが、
生徒指導協議会で
もＳＮＳトラブル
に加えて闇バイト
の話がでてきた。
危険な使い方につ
いて学べるような
場を作ってもらえ
ると、保護者とし
ても安心できる。

【備考】「評価」及び「総合評価」の評定の基準　Ａ：十分達成できた　Ｂ：概ね達成できた　Ｃ：達成できなかった


